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　（留意すること）


　　  ・「表示の信頼性の確保」に重要なトレーサビリティの役割

　　　　 ・既存の業務システムとの結合


　　　　・｢目的の特定が重要｣


　　　　　　どのようなリスクがあるのか、どのような表示が求められるのか、事業者


　　　　　　や消費者 が何を求めているのかを勘案して目的を決める


　 ③　『食品トレーサビリティシステムの原則』


　　　　・重要なことは「ものの管理｣がきちんとなされていること


　　　　　　[識別」管理の約束ごとを決めるのは、人間の役割


　　　　・「対応づけ」（紐づけ）がトレーサビリティの全て！！


　　　　・識別と対応づけの原則


　　　　　　誰がいつ、どこで、どのような「作業をするか手順」を決める


　　　　　　　リスク管理すべき事項と「表示事項を一致」させる


　　　　　　　検証のための記録　入りと出の数量記録が重要（数量会計）


　　　　 ・情報の提供・開示


  　　　　必要な時に関係者に、迅速に積極的に情報を提供できるようにしておく



